
ＮＨＯ佐賀病院 円城寺昭人
独立行政法人 国立病院機構

National Hospital Organization

2025年少子高齢化に向けた
佐賀病院の取組

（回復期初期を担う医療の提供）

佐賀県地域医療構想調整会議
中部構想区域分科会

令和７年６月１６日（月）

1

資料２－１



佐賀病院の役割

・成育医療・がん診療・骨・運動器疾患他

292床→270床 １６標榜診療科
医師数５１名 初期臨床研修医８名（基幹）
急性期型総合病院 2次救急病院 地域医療支援病院

年間約600件（帝王切開約270例）

総合周産期母子医療センター

（NICU １２床 GCU１８床）
（周産期医療地方基幹病院としての役割）
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•増加する高齢者の救急搬送や、特に配慮を要する救急患者を受け
入れるために、地域における救急医療機関の役割を明確化する。

•居宅・介護施設の高齢者が、自らの意思に沿った救急医療を受け
られるような環境整備を進める。

•ドクターヘリについては、より効率的な対応ができるような広域
連携体制の構築を進める。ドクターカーについては、全国の様々
な運行形態を調査し、地域にとって効果的な活用方法の検討を進
める。

•新興感染症の発生・まん延時において、感染症対応と通常の救急
医療を両立できるような体制を構築する。
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二次救急病院で対応する高齢者救急疾患の特徴

頻度の高い疾患の種類は限定的で軽症、中等症

・市中肺炎、誤嚥性肺炎など
・自宅、施設での転倒による骨折

この患者は
二次救急に受け入れ
てもらおう

4



中部医療圏における救急車受け入れ件数の割合

好生館に次ぐ救急車受け入れ
年間２８００件 5



第二次救急医療機関の役割

第二次救急医療機関は高齢者救急をはじめ地域で発生する救急患者の初期診療と入院治療を主に担う
など、地域の救急医療機関の 役割を明確化する。

佐賀県医療センター好生館

佐賀大学医学部附属病院

NHO佐賀病院
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地域包括医療病棟入院料の算定要件及び施設基準

［施設基準］（抜粋）

（１）看護職員が10:1以上配置されていること。

（２）当該病棟に常勤の理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士が２名以上、専任の常勤の管理

栄養士が１名以上配置されていること。 （令和７年４月～理学療法士２名、作業療法士３名増員）

（３）入院早期からのリハビリテーションを行うにつき必要な構造設備を有していること。

（病室6.4㎡/１人以上、廊下幅1.8m以上が望ましい 等）

（４）当該病棟に入院中の患者に対して、ADL等の維持、向上及び栄養管理等に資する必

要な体制が整備されていること。

（ＡＤＬが入院時と比較して低下した患者の割合が５％未満であること 等）

9



10

抜粋

上記のような厳しい施設基準から、

地域包括医療病棟

下り搬送好生館、佐賀大学の救急患者の
急性期対応後の回復期初期

（従来の回復期では受入れ困難）
を引き受ける病床

回復期病床として届け出理由
在宅等退院の割合８割以上



地域包括医療病棟（6階）→連絡通路3階→リハビリテーション室（外来棟3階）

外来棟

リハビリ室

地域包括医療病棟（6階）

E
V
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佐賀県回復期機能病床整備事業補助金申請の内訳

•地域包括医療病棟専用リハビリ室の設置

（浴室の改装）

‣リハビリ器具の購入

(内訳）

• トイレ改修
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No 品名
１ 昇降式平行棒
２ 下肢運動装置 メデルゴ
３ 下肢運動装置 メデルゴ
４ 練習用腰掛



回復期機能病床整備事業費補助金に係る
地域包括医療病棟改修工事

廊
下

廊
下

廊
下

廊
下

改修予定
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